
Living device
Step up

「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の
古語で「あたらしい」の語源になったと
いわれています。【あたら＝もったいない】
に【さん＝ SUN ＝太陽】の恵みをプラス
して、さまざまな情報を発信しています。

那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。
2005 年『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集
長として、創刊と同時に「しなの鉄道・信濃追分駅」
駅舎に「あたらさん編集室」を設置、別冊の休刊
後も継続して駅舎を借り、2021年まで運営。「もっ
たいない＝あたらさん」の知恵と心をコンセプト
に、編集・制作と創作活動を続ける。信濃追分駅
『オオヤマ桜を守る会』、軽井沢・借宿『ビオトー
プ KBS』のメンバー。
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大
正
12
年
開
業
・
木
造
駅
舎
が
町
の
歴
史
遺
産
に
。

―
─
２
０
１
９
年
、
軽
井
沢
ブ
ル
ー
・
プ
ラ
ー
ク
に
認
定
―
―

　
江
戸
の
こ
ろ
碓
井
三
宿
（
追
分
、
沓
掛
、
軽
井
沢
）
の
う
ち
で
は
、
最
も
栄

え
た
と
い
わ
れ
る
追
分
宿
。
明
治
に
な
っ
て
鉄
道
が
敷
か
れ
る
際
、
追
分

村
で
は
「
機
関
車
な
ん
か
が
通
っ
た
ら
ヤ
ギ
の
乳
が
出
な
く
な
る
。
鶏
が

卵
を
産
ま
な
く
な
る
！
」
と
反
対
派
が
賛
成
派
と
激
突
し
、
村
を
二
分
し

て
の
大
騒
動
に
。
結
果
、
汽
車
は
軽
井
沢
か
ら
追
分
を
素
通
り
し
て
御
代

田
へ
。
追
分
宿
は
衰
微
の
一
途
…
。
開
通
か
ら
遅
れ
る
こ
と
21
年
、
明
治

42
年
に
夏
の
間
だ
け
「
追
分
仮
停
車
場
」
が
誕
生
。
村
人
は
「
常
設
駅
に
！
」

と
陳
情
を
続
け
、「
鉄
道
の
せ
い
で
追
分
宿
が
寂
れ
た
」
と
同
情
す
る
鉄
道

院
副
総
裁
・
長
谷
川
謹
介
の
鶴
の
一
声
!?
で
、
開
業
に
至
っ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。

　
か
く
し
て
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
10
月
、
標
高
９
５
５
・
６
ｍ
の
高
原
に
念

願
の
駅
が
誕
生
し
ま
す
。
浅
間
山
の
勇
姿
を
目
前
に
山
野
草
が
咲
く
ホ
ー
ム

や
待
合
室
の
風
情
が
多
く
の
文
学
者
や
文
化
人
の
心
を
動
か
し
、
詩
や
小

説
に
登
場
。『
高
原
の
駅
よ

さ
よ
う
な
ら
』
と
い
う
映
画
の
舞
台
に
も
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
由
緒
あ
る
駅
と
し
て
、
風
雪
に
耐
え
て
き
た
の
に
、
私

の
記
憶
す
る
限
り
、
信
濃
追
分
駅
は
還
暦
・
古
稀
・
傘
寿
・
卒
寿
と
一
度

も
祝
福
さ
れ
ず
に
佇
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
３
年
後
の
百
寿（
100
歳
）
を
迎
え
た

時
に
は
盛
大
に
お
祝
い
を
！ 

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
、
軽
井
沢
町

か
ら
「
町
内
の
歴
史
的
な
価
値
を
持
つ
建
造
物
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
ブ

ル
ー
・
プ
ラ
ー
ク
と
い
う
銘
板
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス

で
１
５
０
年
前
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
が
、
歴
史
遺
産
と
し
て
継
承
し
保

存
し
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
の
こ
も
っ
た
銘
板
で
、
信
濃
追
分
駅
は
晴
れ

て
町
の
お
墨
付
き
と
な
り
ま
し
た
。『
高
原
の
駅
よ
　
永
遠
に
！
』。

か
つ
て
貨
物
列
車
も
利
用
し
た

２
６
１
ｍ
の
長
い
ホ
ー
ム
。
今

は
２
両
編
成
が
ほ
と
ん
ど
。

降
り
立
て
ば
高
原
の
風
。

出
会
い
、
別
離
、
旅
立
ち
、

こ
こ
か
ら
数
々
の
物
語
が
。

乗 車 券 の 回 収
ボックスの上に
掲げられた銘板。
駅は土地と人の
歴史を刻む。


